
【柳川人権擁護委員協議会】

令和６年１月１１日、大牟田市立みなと小学校において、国土交通省九州地方整備局熊本河

川国道事務所による「ひまわりの種リレー式」が行われました。

何がリレーなのかというと・・・

一昨年、みなと小学校３年生の児童が、人権の花運動で育てたひまわりの種をエコ風船に付

けて飛ばしました。

種は、約５６キロ離れた九州中央自動車道の建設現場に落ち、昨年、熊本河川国道事務所の

方が、事務所の敷地内でひまわりを育ててくれました。

そして、今度は令和６年の春に、熊本県山都町立矢部小学校の児童たちが、その種を九州中

央道ＩＣ近くの「道の駅通潤橋」で育ててくれることになったのです。

こうしてひまわりの種でつながった二つの小学校をオンラインでつなぎ、「ひまわりの種リ

レー式」が行われることになったのです。

種を飛ばしたみなと小学校の児童らからは、ひまわりを育てたときの感想が伝えられたほか、

人権の花運動に関わった人権擁護委員に対しての感謝が述べられていました。

また、「ぼくたちが飛ばした種が山都町に届いて、矢部小学校とつながることができてうれ

しかった。」「ひまわりを大切の育ててほしい。わたしも友達や花を大切にしたい。」との感

想がありました。





【柳川人権擁護委員協議会】

令和５年９月１日、柳川市立大和小学校４年生１５名に対し、人権擁護委員による

「スマホ・ケータイ人権教室」を行いました。

人権擁護委員から、ネットやスマホの特性、危険性の説明を受けた児童たちは、「イ

ライラした気持ちで書き込みをしてしまうと、見た人が嫌な気持ちになる。」「ふざけ

た写真を撮ってネットに載せると、後から後悔する。」など、意見を積極的に発表して

いました。

また、人権教室においては、人権擁護委員から、相談することが大切であること、そ

の方法のひとつとして「ＳＯＳミニレター」があることも児童に伝えています。
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令和５年６月２９日、ゆめタウン大牟田において、７月の福岡県の同和問題啓発

強調月間に合わせた街頭啓発を行いました。大牟田市長や大牟田市公式キャラク

ターの「ジャー坊」も参加し、大牟田市職員や大牟田市の人権擁護委員、県職員ら

が、強調月間を周知するチラシや、｢人ＫＥＮまもる君」「人ＫＥＮあゆみちゃ

ん」のイラストがクリップ部分に入ったボールペンなどの啓発グッズを、「７月は

同和問題啓発強調月間です。」「差別のない社会を実現しましょう。」と呼びかけ

ながら、買い物客らに配布しました。


